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三沢市在宅医療・介護連携推進協議会（概要） 

会議名称 平成２９年度 第３回三沢市在宅医療・介護連携推進協議会 

開催日時 平成３０年２月８日（木）１３時００分～１４時３０分 

場  所 三沢市役所本館４階 大会議室 

出 席 者 

委員（敬称略） 

会長(議長) 亀田 邦彦 委員 山口 文衣 

委員 小西 史人 委員 野々宮 和博 

委員 伊藤 博次 副会長 内村 憲司 

委員 吉田 あや子 委員 市川 裕子 

委員 堤 洋子 委員 中平 智弘 

副会長 橘 清子 委員 髙田 ひとみ 

委員 須田山 まさ子 委員 木村 由美 

委員 舘田 有佳子   

事務局 

三沢市 福祉部介護福祉課 

      課長     寺澤 寿子    副参事    大塚 勤光 

  非常勤職員  李澤 智望 

議事案件 

１ 議事 

（１）報告事項 

  ①市民向け普及啓発ＭＣＴＶ番組制作について 

  ②連携ルール作業部会の協議報告 

（２）協議事項 

①平成２９年度医療・介護連携研修会について 

②連携連絡票、かかりつけ連携手帳の作成と運用方法について 

③事業の評価指標について（評価と PDCA） 

２ その他 

議事概要 

１ 議事 

（１）報告事項 

  ①市民向け普及啓発ＭＣＴＶ番組制作について 

  ● 内村部会長：（資料１に基づき報告、試写上映） 

    撮影は無事に終了したが、今後事務局で文字の大きさや介護保険申請の順序など細

かい点をチェックしてからの放送となる。映像を見た所感としては、担当者会議の場

面であえて台本を作らなかったことにより、出演者が普段の現場を実演することで実

際の支援の実情が伝わるシーンになったと思う。また、出演依頼を快く受けて下さっ

た出演者の方々には大変感謝している。 

  ● 亀田会長：放映後の市民の反応が楽しみだ。モニタリングや感想を調査して頂きた

い。 

  ● 小西委員：とてもいい出来だと思う。作るときのきっかけにもなったが、行政間の

認識の統一という点で、市役所内でも内覧会を実施して頂きたい。 

  ● 亀田会長：部署が違うと分からない点も多いと思うが、同じくサービスを提供する
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側としても共有するべき大事な情報だと思う。 

 

②連携ルール作業部会の協議報告 

● 須田山部会長：（資料２に基づき報告） 

● 亀田会長：市民向けの講演は難しいが、専門職へ向けた研修会等であれば、私も勉

強になるので講師を務めさせて頂きたいと考えている。 

 

（２）協議事項 

①平成２９年度医療・介護連携研修会について 

● 内村部会長：（資料３－１～６に基づき説明） 

● 亀田会長：この協議会で行う初めての大きな事業である。成功に向けて委員の皆様

のご協力をお願いする。 

● 橘副会長：チーム分けに多少の配慮が必要ではないか。 

● 吉田委員：医師のいるテーブルには日々の地域活動に活かせるように保健師を入れ

る等の配置にしてはどうか。 

● 亀田会長：この研修会の趣旨は他職種との顔合わせである。普段関わりの薄い方と

チームを作ることが重要となるが、意見を考慮し、普段から繋がりのある方を１～２

人入れる程度でどうか。 

 

②連携連絡票、かかりつけ連携手帳の作成と運用方法について 

● 伊藤部会長：（資料４－１～３に基づき説明） 

● 事務局：この部会案で本日決定されれば、さっそく作成・周知をしていくこととな

る。再度中身の確認をお願いしたい。 

連携連絡票は、職能団体（医師会・歯科医師会・薬剤師会・ケアマネ協等）を通じ

て周知していく。 

かかりつけ連携手帳は、ケアマネから担当しているケースの方へ配布・記入のうえ、

付属カバーにお薬手帳や診察券などをセットして頂く方法を考えている。手帳は２月

中旬に発注し、３月中に納品して頂き、３月下旬～４月にかけて随時配布としたい。 

● 亀田会長：かかりつけ連携手帳に関して、医療度の高い項目は医療従事者が記入す

ることや、介護分野の高い項目はケアマネが記入するといったことについて、項目ご

とに記入者を設定する等の細かい取り決めが必要と思われるが、まずは使用して頂い

て決めていってはどうか。 

● 内村部会長：昨年４月より介護予防・日常生活支援総合事業が始まり、事業対象者

という区分が新たに加わったことで、従来の要支援から事業対象者に移行しているケ

ースがある。また、事業対象者はヘルパーなどの訪問型サービスや介護予防のための

通所型サービスを利用できることや、家事に関するボランティアサービスの提供もあ

るが、このようなサービスは、要支援のサービスと類似もしくは重複する部分あるの

で、利用者の範囲を介護度の付いている方としているが、要支援相当という解釈でか

かりつけ連携手帳を活用しても良いか検討して頂きたい。 

● 橘委員：介護認定を受けている方を対象としているが、総合事業や在宅で関りのあ

る一人暮らし調査の方にも必要ではないか。また、全高齢者が持っていて当たり前に

なり、この手帳に情報を凝縮していく形ができれば、介護申請の面においてもスムー

ズになると感じる。予算の関係もあると思うが、これから徐々に広がることを視野に

入れてはどうか。 
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● 事務局：現在、約２，０００人の方が事業対象者・要支援・要介護に認定されてお

り、まずは今年度２，５００部作成したいと思う。橘委員の意見の通り、対象となら

ない方にもかかりつけ連携手帳が必要となることも想定されるので、予算の確保や増

刷を検討しながら必要な方に渡せるような体制にしていきたい。 

● 亀田会長：現時点では定着するか分からないものなので、大量に印刷して在庫を抱

えるよりも、まずは必要度の高い方から利用して頂き、感想や問題点の洗い出しをし

たうえで増刷を検討していく方が安全だと思う。２，５００部は早い段階で在庫がな

くなると思うが、最初はコンパクトに開始して後から広げられるようにモニタリング

も含めて良い方向に持っていきたい。 

● 橘委員：最近の動向として、ケアマネは利用者の介護保険証に名刺を挟むという流

れになってきている。三沢市は介護保険証にカバーを付けているが、他市町村ではカ

バーがなく紙が１枚送られてくるのみである。もしこの事業でカバー付きのかかりつ

け連携手帳が普及すれば介護保険証のカバーは不要となり、予算削減につながると思

う。 

● 事務局：手帳カバーには診察券や名刺が収納できるスペースがあり、かなり便利に

なっている。 

● 須田山部会長：カバーの名入れにはどのような名称が入るのか。 

● 事務局：「三沢市在宅医療・介護連携推進協議会」の名称が入る。 

● 堤委員：実際に使用してみて、モニタリング後の増刷検討という流れで良いと思う。 

 

③事業の評価指標について（評価と PDCA） 

● 事務局：（資料５－１～４に基づき説明） 

● 亀田会長：今後プランを立て、評価し、実行していきたいという流れか。 

● 事務局：指標を立てることは難しいが、ある程度の評価は必要だと思う。資料の評

価指標について全てに取り組む必要はないが、１つか２つでも目標を立てて事業に取

り組んで行きたいと思う。 

 

２ その他 

● 亀田会長：来週の研修会はあまり堅苦しくせず、協力して作り上げていきたいと思

うので、当日は大変だと思うがよろしくお願いする。本日はありがとうございました。 

● 事務局：次回の協議会は５月頃を予定している。部会は適宜開催していって欲しい。 

 

  

以 上 


